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　北阪神支部は 5 月 27 日、サンシティ伊丹で陶芸体験教室を開催。

丹波焼陶工の上中稲右衛門氏を講師に招き、医師、歯科医師、スタッ

フやそのご家族 18 人が参加した。

　作成を始める前にまず講師から、丹波焼の歴史や特徴、製法につい

ての解説があり、丹波焼は日常生活になじんだ「生活用器」が主とし

て作られていることなど紹介された。

　講師がまずお手本と

して、「手びねり」を

実演。「手ろくろ」や

　 　 　　へら、針金などを用い

て見事なお皿を作り上げたら、さっそく参加者も

挑戦。できた作品は、お椀やお皿、小鉢、花瓶、

中には風鈴を作った上級者も。色は２種類から選

び、思い思いに模様もつけ、それぞれ 1 ～ 3 点の

作品を作りあげた。

　

　　　　　　 　　

　形成した作品は講師が持ち帰って、後日窯（「稲

右衛門窯」）で焼成して完成させ、約１～ 2 ヶ月で

参加者の手元に届く予定。参加者は出来上がりを楽

しみに、苦労して作った自分だけのオリジナル作品

に満足していた。
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社会保障をよくする宝塚の会　(宝塚社保協 )

第８回総会
日　時： 2012 年７月２４日 ( 火 )　18 ： 30 ～ 20 ： 45

会　場 ：宝塚市立西公民館　セミナー室

＜学習講演＞

　「 税と社会保障の一体改革」

講師 ：神戸大学名誉教授　二宮　厚美　氏

（連絡先 ： 0798-57-3137　宝塚医療生協内）

　北阪神支部は、伊丹市、宝塚市、川西市の６月市議会に対して、

「県立こども病院のポートアイランド移転計画の中止」を求める

意見書を県に提出するよう求める請願を行った。

　県立こども病院 ( 須磨区 ) は、出産時から小児、障害児などの

ための総合小児医療センターとして、通常の医療機関で対応が困

難な場合に受け入れる高度な医療技術と、児童の発達環境を含め

て提供している。老朽化のため建替えが必要となっているが、専

門家により現地での建替えが可能であると判定されているにもか

かわらず、兵庫県は「地域医療再生計画」( 平成 23 年 11 月 ) で、

神戸市中央区のポートアイランド２期地にある新中央市民病院の

隣接地に移転する方針を表明し、すでに厚労省の内示を受けて、

移転計画を具体化しようとしている。

　この移転計画については、防災の問題、アクセスの問題、周産期医療センターを一カ所に集中す

ることの問題などがあり、神戸市・兵庫県両医師会も反対を表明している。

　協会が実施した会員アンケートでは、「反対」「どちらかといえば反対」が多数となっており、全

県的な問題として、県に意見書を提出するよう各自治体に働きかけを行っている。

「県立こども病院のポーアイ移転計画中止」を求め請願

日　　時　６月 17 日（日）13 時 30 分～

会　　場　 チサンホテル神戸

懇 親 会　17 時 30 分～（参加費不要）

兵庫県保険医協会第４４回総会のご案内　

記念講演　15 時 30 分～　

　　「カプセル内視鏡の有用性

　　　　　　　　と今後の展望」
　講　師　慶應義塾大学医学部　内視鏡センター助教

　　　　　　　　　　　　　　　細江　直樹　先生（写真）

お問い合わせは、☎ 078 － 393 － 1801　協会事務局まで

兵庫県保険医協会第８１回評議員会

北阪神支部の取り組みを紹介

　協会は５月 20 日、協会会議室で第 81 回評議員会を開催し、

全体で 289 人が参加した。６月 17 日の第 44 回総会に提出する

2011 年度会務報告、12 年度活動方針・予算案が了承されたほか、

診療報酬改定の不合理是正と大幅プラス改定の実現、消費税増税

法案撤回と医療へのゼロ税率導入、県立こども病院のポートアイ

ランド移転撤回などを求める決議が採択された。

　討論では、北阪神支部から金川清人（宝塚市）評議員が発言し、

北阪神支部の活動について紹介した。

　特別講演では、ノーベル賞物理学賞受賞者の益川敏英氏が「益

　 　 　 　　　川敏英が語る　気骨の平和主義」と題して講演。「クォーク対称

性の破れの起源の発見」で２００８年にノーベル物理学賞を受賞した益川敏英京大名誉教授が、憲

法九条や原発、科学者の役割などについて語った。

金川清人評議員

（宝塚市小林２丁目７－３０　阪急電鉄今津線「小林駅」下車 、徒歩３分）

伊丹・宝塚・川西３市の６月議会に提出


